[image: image1]
[image: image4.png]



[image: image2.png]


[image: image3.png]


目に見えないこと
長崎・津田　伊吹
　「心で見なくちゃものごとはよく見えないってことさ。かんじんなことは目に見えないんだよ。」
『星の王子さま』という本の中できつねは王子さまにこう言います。初めてこの本を読んだときの私には、「目に見えないかんじんなことって何だろう。」そう考えてもあまりピンときませんでしたが、「とてもシンプルだけど深い言葉だなぁ。」と心に残っていました。

　私は中学二年生の時に行った職場体験学習で一人の女の子と出会いました。その子は、「ダウン症」という障がいをもっていました。私はダウン症の方をテレビで見たことがありました。だから、「他の子とは少し違うんだ。」と、どこか心の中で特別扱いをしていて、始めの方、接するときに気を張っている自分がいました。

　保育園で和太鼓の練習をしているときのことです。その子にとって和太鼓は少し難しいので、他の楽器を練習した後、私と一緒に座って皆が練習している所を見ていました。

　すると、突然その子が目の前に来て私の両手を掴みました。そして、私の膝をたたき始めました。どうやら私に太鼓を教えようとしてくれているようです。私が上手くできると笑ってくれて、下手だと「もう一回」とやり直しをさせられるのが面白くて、女の子と打ち解けることができました。
　その子は、スラスラおしゃべりをすることはできませんでした。給食や着替えなどに少し手を貸さないとできないこともたくさんありました。でも、私はその子からとても元気をもらえました。その子の歯を見せたかわいい笑顔を見る度に私も笑顔になりました。何より、一緒にいると、とても楽しかったです。

　三日間はとてもあっという間でした。私は女の子との出会いを通してあの言葉の意味を少し理解できたような気がしました。最初の頃の私は女の子の「障がい」という目に見えることを気にしていました。しかし、その子と関わっていくうちに、その子の明るくて、元気な性格を好きになりました。そして、目に見えないかんじんなことが何か少し分かったような気がしました。

　私の周りは、私の心の中を見てくれ、優しく見守ってくれる人がたくさん居ます。父、母、弟、祖父母、友達、学校の先生、地域のおじさんやおばさん…。嬉しいことがあっても嫌なことがあっても話を聞いてくれます。私を支えてくれるあたたかい存在です。

　しかし、社会にはそのような存在がいなくて一人で生きている人や、目で見たうわべだけの情報で判断され、つらい思いをしている人もいると思います。一度罪を犯したり非行をした人が、更生し、社会に復帰するためには、周りに人、社会に生きる人全員がその人の心の中を見て、その人にとってのあたたかい存在になることが必要だと思います。
　家族や親せきじゃなくても、誰かが誰かのあたたかい存在になることで、社会は明るくなるのではないでしょうか。

　私自身もそのような存在になれるよう、誰とでも分け隔てなく関わり、その人の目に見えない所を心で見ることのできる人でいたいです。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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